人口比例選挙請求上告事件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本直送

令和8年（行ツ）第36号（東京高裁）
令和8年（行ツ）第16号（高松高裁）
令和8年（行ツ）第26号（大阪高裁）
令和8年（行ツ）第37号（名古屋高裁）

令和8年（行ツ）第61号（福岡高裁）
令和8年（行ツ）第4号（仙台高裁秋田支部）
令和8年（行ツ）第9号（名古屋高裁金沢支部）
令和8年（行ツ）第13号（（福岡高裁那覇支部）
令和8年（行ツ）第21号（仙台高裁）
令和8年（行ツ）第32号（広島高裁松江支部）
令和8年（行ツ）第34号（札幌高裁）
令和8年（行ツ）第40号（広島高裁岡山支部）
令和8年（行ツ）第44号（福岡高裁宮崎支部）
令和8年（行ツ）第65号（広島高裁）

令和8年（行ツ）第62号（東京高裁）（補助参加）
令和8年（行ツ）第66号（広島高裁）（補助参加）

証拠説明書(8)
【甲154～160】
令和8年7月21日
最高裁判所大法廷　御中
上告人ら兼補助参加人訴訟代理人弁護士    　升　　永　　英　　俊
同　　　　弁護士　　久 保 利　  英　　明
同　　　　弁護士　　伊　　藤　　      真
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	甲154

	ウィキペディア 「2024年アメリカ合衆国大統領選挙」（1～5/5頁）／印刷日2026年7月19日／Wikipedia／写し
	同選挙結果は下記の通りであった。
2024年11月　米連邦大統領選（概ね人口比例選挙）
1位　トランプ氏　50.8％（77,302,580票）
2位　ハリス氏　　49.2％（75,017,613票）
（但し、相対的得票率）
投票率：　64.1％
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	ウィキペディア 「2022年ブラジル大統領選挙」（1～5/5頁）／印刷日2026年7月19日／Wikipedia／写し
	同選挙結果は下記の通りであった。
2022年10月　ブラジル大統領選（人口比例選挙）
1位　ルーラ氏　     50.90％（60,345,999票）
2位　ボルソナーロ氏　49.10%（58,206,354票）
投票率：　79.4％
	上告人準備書面(5)11頁
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	ペルー大統領選に関するビジネス短信／日本貿易振興機構（ジェトロ）／2026年7月3日／写し
	同選挙結果は下記の通りであった。
2026年6月　南米ペルー大統領選（人口比例選挙）
1位　ケイコ・フジモリ氏　50.1％（9,223,396票）
2位　サンチェス氏　49.9％（9,173,755票） 
投票率：　71.8％
	上告人準備書面(5)11頁

	甲157

	コロンビア大統領選に関するビジネス短信／日本貿易振興機構（ジェトロ）／2026年6月23日／写し
	同選挙結果は下記の通りであった。
2026年6月　コロンビア大統領選（人口比例選挙）
1位　アベラルド・デラエスプリエジャ氏　50.5％（12,959,542票）
2位　イバン・セペダ氏　49.5％（12,708,712票） 
（但し、相対的得票率）
投票率：　62％
	上告人準備書面(5)12頁

	甲158

	「ドイツ連邦議会の新選挙制度―超過・調整議席の廃止と2025年総選挙―」／国立国会図書館レファレンスNo..895／2025年7月20日／写し
	2025年ドイツ連邦議会選挙では、与党であるCDU/CSU及びSPDの3党が総投票数*2の52％を得票し、52％の議席を獲得した。
*2 　5%阻止条項の適用あり。
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	ウィキペディア 「第51回衆議院議員通常選挙」（1～3,19～21/40頁）／印刷日2026年2月15日／Wikipedia／写し
	2026衆院選では、比例区で、与党（自民・維新）が総投票数の45.4％の得票であるにも拘わらず、全465議席中、75.7％の352議席を獲得した。
投票率は56.3% 。
	上告人準備書面(5)13頁
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	「米関税還付「13兆円」受理」と題する日経記事／日本経済新聞社／2026年5月28日／写し
	2026年2月20日、米連邦最高裁は、（連邦議会の承認なく発した、関税の大統領令を違憲無効と判決した）米連邦地裁判決及び米連邦高裁判決を支持した（甲150）。
同判決に基づき4月に還付手続きが始まった。米政府によれば裁判対象の還付総額は利息を除いて1,660億米ドル（26兆円）であり、1か月半でおよそ半分（13兆円）の還付が受理された（甲160）。
	上告人準備書面(5)7頁
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